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幸せの懸け橋♪ 工房で販売会 

信州松本で毎月一週間ずつ行われる販売会が第 72 回、先日

行われました。木島平の堀さんの自然米が中心となり、育てる（生

産者）、手渡す（流通）、頂く（消費者）、すべての人の愛を伝える

販売会として、地元の百貨店でスタートして 6 年。昨年より百貨店

からジョリフィーユ工房に場所を変え、自由な空間にてさらに充実

した内容で行われています。お菓子を作るための、とても小さな工

房を一週間開放させていただく販売会、この 6 月（7～12 日）も多く

のお客様がご参加くださいました。 

一生懸命に作っていらっしゃる生産者の品物が購入できる販売

会を大切に想って、毎回ご参加くださるお客様。 「無施肥無農薬

栽培の野菜の味を知り、これまでの野菜の味が薄く感じてしまう！」と野菜を大切にご購入され、美味

しいレシピまでも教えてくださる方も。パン屋さん「アンゼリカ」のご夫妻は「こんな良いことはウチのお

店でも知らせましょう」と、販売会のチラシを店頭に置いて毎月お知らせくださり、そこからのお客様も

来られています。落花生の美味しさに感動され、「ピーナッツバターは小さなスプーンで頂ける大きな

幸せ！」との感想も届きました。 

自然卵ファンのお客様の熱い想いは不動です。小麦アレルギーの方がお菓

子を求めに遠方から来られます。一昨年の台風 19 号で長野市で被災されたご

両親の所に毎月、自然農法の煎茶や野菜お菓子などを購入され届けられる松

沢さんは 「父が長年通っている床屋さんに、近ごろ髪の毛が若返って健康的

になっている、不思議だね、と言われたそうです。自然を尊ぶ生活や無施肥無

農薬栽培のお茶や食亊から、水害で家を失くした悲しみを乗り越え、両親が生

き生きと健康で元気に過ごさせても

らっていること、すべての生産者の皆様のお陰です。感謝

をお伝えください」とのことです。お客様からの様々なお声、

一生懸命お求めくださるお姿から、安全で美味しいだけで

なく、体や心に大きな力を頂ける無施肥無農薬栽培の素

晴らしさを学ばせていただいた 6 月販売会でした。 

生産者から消費者へ、幸せの懸け橋である販売会が

80 回、100 回と継続していけますよう、私自身のお菓子作

りへの取り組みも怠ることなく、さらに努めてまいりたい思

いです。（ジョリフィーユ：宮澤弥生） 

頒布会、LINE 電話でお買い物              千葉県 吉井美和 

数年前、長女の幼稚園のママ友の A さんに、姉家族が自然農法をしていること、販売会が月に 1 度、

鎌ヶ谷や三咲で開催されていることをお伝えしていました。今年になり、A さんとお会いすることが増え、

3 月 15 日の鎌ヶ谷頒布会の日にたまたま私の仕事がお休みになったので、ふっと A さんをお誘いしよ

うと思い、連絡してみたところ、行きたいとのお返事でした。

しかし数日後、用事ができてしまったと、とても残念そうに

連絡が来ました。毎月頒布会を開催してくださっているの

で、次の機会に行きましょうと思っていたところ、これまた

ふっと、LINE 電話で商品を見せながら買いたいものを買っ

ていただけるのではと思い立ち、提案したところ、ぜひとの

お返事でした。 

当日、私が頒布会に行き、LINE 電話で一つ一つ商品を

見ていただき、そのときに TOREK 普及員の野中さんや生

産者の金野さんともお話をすることができました。野中さん、

金野さん、販売会の方々、突然のオンラインにもかかわらず快く受け入れてくださり、ありがとうござい

ました。A さんもたくさん商品やお野菜があることに驚いていました。その日に受け取りに来られ、夕飯

に食べ、とても美味しかったと、すぐにメールを下さいました。 

A さんのお父様が農薬を使わずにお野菜を作っていたのですが、昨年お父様がお亡くなりになり、

なかなか安心安全の野菜が買えず、買えるところを探していたとおっしゃっていました。頒布会ではた

くさんの種類の自然農法の野菜や加工品を販売してくださっています。A さんはそのことにとても驚い

ていらっしゃいました。 

そして A さんは、5 月 23 日の頒布会に

一緒に行くことができ、実際に作物を見

て、生産者の方ともお話ができて、とても

楽しかったとおっしゃっていました。 

生産者の方々、販売の方々には本当

に心から感謝いたします。いつも安全で

美味しい食品を届けてくださり、ありがと

うございます。これからも多くの方々に届

きますように！ 私自身も心を込めて頂

きます。 

弱った体に自然農法の作物               東京都 辻口泰子 
一昨年、ご近所だった今泉さんが発熱で病院を受診したところ、インフルエンザと

診断されました。食欲がなく、水分を取りながら寝ていたようです。近所に住むお母

様が市販のおかゆを持ってきてくれたそうですが、おなかがすいていたのに、まった

く喉を通らなかったそうです。我が家にあった自然米でおかゆを作り、自然農法のほ

うじ茶と一緒にお届けしました。日常あまりお茶を飲まないそうですが、ほうじ茶は美

味しく、ポットに入っていたお茶を全部飲み干したそうです。 

また、熱のため食欲がなかったそうですが、自然米で作ったおかゆを一口食べる

と、スーッと喉を通ったそうです。二口、三口と食べ、お持ちしたおかゆを完食したと話してくださいまし

た。おかゆが甘いとも言っておりました。体力が落ちた人間の体にパワーをくれる自然農法の食べ物

の素晴らしさ、有り難さ、それを購入できることに感謝いたします。 

お知らせ (変更の可能性あります) 

★ 自然農法頒布会   7 月 22 日（祝）  鎌ヶ谷会場  11：00～15：00 （売切れ次第終了） 

★ 農産展販売、 東中野頒布会  事前申込み制 （共に 7/3 受付〆切） 申込書に関してはお問い合わせ先まで 

 

健康な地球に生きる健全な人間の姿を求

める「岡田茂吉師」が提唱した「自然農法

の原理」に基づき、「無施肥無農薬栽培」

を通し、生産、流通、消費者がお互いの現

場を理解し合える、安全で豊かな「食」の

普及に取り組んでいます。 

お問い合わせ先：編集部 針貝  FAX：03-3369-3324 e-mail: naturefarming@torek.jp 
ＴＯＲＥＫ活動のホームページもご覧ください。 http://www.torek.jp 

松沢さん 


